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3
年
連
続
の
高
格
付
け

経
営
の
安
定
性
と

ブ
ラ
ン
ド
カ
を
評
価

い

ま
ま
で
述
べ
て
き
ま

し
た

よ
う

に、

柳
宗

悦
・

兼
子
夫
妻
の

同
志
社
へ
の
員
献

は
浅

か
ら

ぬ
も
の

が
あ

り 、

そ
の
思
想 、

考
え
方

に
強
く

影
態

を
受

け
た
後
進
の

人
脈
も
少な

く
あ

り
ま

せ
ん。ま

た、

柳
宗
悦

は
同

志
社
在
任 、

京
都

に

い

た
10
年
間
で
民
芸
連
動

が
確
立
さ
れ
た
と
考
え

て

い
い

と
思

い

ま
す。

宗
悦

は
こ
の
10
年
間 、

全
国
各
地

を
旅

し
て、

民
衆

に
よ
っ
て

産
み

だ
さ
れ、

埋
も

れ
て

い

た
民
芸
品

を
再
評
価

し
た

り 、

沖
縄
や
ア
イ
ヌ
の
エ
芸
品な

ど
に

も
注

目
し、

そ
の
擁
護

に
つ

と
め
ま

し
た。

そ
し
て、

こ
れ
ら
の
民
芸
振
興
の
行
動

を
精

力
的

に
行
う

と
と
も

に、

10
冊

を
超
え
る

名

著
を

出
し、

仲
間

た
ち

に
よ
っ
て、

京
都

を

初
め
各
地

に
民
芸
協
会

が
で
き

た
わ

け
で

す。

次
第

に
民
芸
運
動

は
全
国
へ

と
広

が
り

を

見
せ
始
め

た
昭
和
8

年
5

月、

柳
夫
妻

は
東

京
へ
去
り 、

そ
し
て、

昭
和
11
年，

東
京
駒

場
に
大
原
孫
三
郎
の
助
力

を
得
て
「

日
本
民

芸
館」

を
創
設

し、

彼
の
事

業
は

最
終
章

を

迎
え
る
こ
と
にな

り
ま

す。
『
柳
宗
悦
選
集』

10
巻
の
ほ

か
数
多
く

の
名
著

が
あ

り 、

昭
和

32
年

に
は

文
化
功
労
者

に
選
ば

れ
ま

し
た。

参
考
文
献

・
寿
岳
文
章
『
柳
宗
悦

と
共

に』
集
英
社
(
1
9
8

0)

・
能
勢
克
男
「

日
本
人
の
生
活

と
芸
術』

郷
士
書
房(
1
9
4
8)

•
西
祁
辰
三
郎
『
う
つ
く

し

い

話』

芸
卿
堂(
1
9
8
5)

な

く 、

第
3
者
機
関

に
よ
る
経
営
状
況
の
客

観
的
評
価
の
一
っ

と
し
て
行
う
こ

と
で、

同

志
社

に
対

す
る
社
会

的
信
頼

性
に
応
え
る
と

と
も

に、

そ
の
結
果

を
今
後
の
学
園
連
営

に

生
か
す
た
め
で

す。

高
格
付
け

維

持

の
主な

理
由

と
し
て、

次

の
3
点
が
挙
げ

ら
れ
て

い

ま
す。

第
ー

は、
1

3
0
年
の
歴
史

と
伝
統

に
裏

打
ち
さ
れ
た
総
合
力
で
す。
「
1
9

2
0
年

に
は

関
西
地
区
で
初
め
て
大
学
令

に
基
づ

い

て
大
学

に
昇

格
す
るな

ど 、

日
本
の
私
立
大

学
と
し
て

は
有
数
の
歴
史

を
誇
る。

良
心
教

育 、
キ

リ
ス

ト
教
主
義 、

自
由
主
義 、

国
際

主
義

と

い

っ
た
建
学
の
精
神

は
現

在
の
組
織

運
営

に
も
生
き
て

い

る」 。

第
2

は、

ブ
ラ

ン
ド
カ
で
す。
「

2
0
0

6
年
度
の
大
学
志
願
者

は
前
年
度

に
続

い

て

学
校
法
人
圃
志
社

〈

A
A
+
〉

の
格
付
け
を
取
得
・

維
持

同志社混声合唱団（和服で指揮する柳兼子）
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•

宮
澤
正
典
『

同
志
社
女
学
校
と
朝
鮮』

同
志
社
談
叢
17
号
(
1
9
9
7)

・
尾
比
呂
志
『
評
伝
柳
宗
悦』

筑
摩
書
房(

2
0
0
4)

純
増

し、

入
学
難
易
度
も
関
西
地
区
の
私
立

大
学
で
最
も
高

い

水
準

を

維

持

し
て

い

る」 。

ま
た、

女
子
大
学

に
つ

い

て
も
「
志
願
者

は

前
年
度
比

2
.

2
％
減
少

し
た

も
の
の、

女

子
大
と
し
て

は
全
国
最
多
で

あ
っ

た。
2
年

目
を
迎
え

た
薬
学
部

は
志
願
者

を
増
や

し、

修
業
年
限

が
4
年

か
ら
6
年
にな

っ
た
影
磐

で
他
大
学

が
大
幅

に
受
験
生

を
減

ら
す
中
で

健
闘

し
た」

と
の
評
価

を
受

け
て

い

ま
す。

さ
ら
に、

小
学
校
の
開
校

に
つ

い

て
は

「
市

内
の
岩
倉
校
地

に
開
校
し
た
同

志
社
小
学
校

の
募
集
状
況
も
良
好 。

幼
稚
園

か
ら
大
学
ま

で
の一
貫
教
育
の
実
現

は、
法
人
全
体
の
知

名
度
向
上
や
競
争
力
の

維

持

に
寄
与

す
る
と

み
て

い

る」 。

第
3

は、

経
営
の
安
定
性
で
す。

今
後 、

中
学
校
の
岩
倉
校
地
移
転 、

大
学

文
系
学
部
の
今
出
川キ
ャ

ン
パ

ス
移
転な

ど

に
関

し
て
「

2
0
1

0
年
度
以
降

に
大
型
の

投
資
計
画

が
あ
る
も
の
の、

財
務
構
成

が
悪

化
す
る
懸
念

は
小
さ

い

」

と
評
価

し
て

い

ま

す。以
上

を
総
合

的
に
判
断
の
う
え 、

今
回
の

格
付
け
とな

り
ま

し
た。

柳 宗 悦（やなぎ・むねよし）
1889.3.21 ~1961.5.3 

思想家 、 民芸迎動創始者。1889（明治22)年東京生まれ。
1913（大正2)年東京帝国大学文学部卒。1910（明治43)年学
習院高等学科時代に rs樺J創刊に参加。1936（昭和11)年日
本民葱館を設立 、 初代館長に就任。1957年文化功労者。1924年
同志社女専教授 、 1925~1929年大学英文科講師。

もくじき

諭文に「木喰上人の研究」（「木喰五行研究会J 、 1925年）、 著因
に「エ裕の道」（ぐろりあそさえて 、 1928年）、 「美とエ毯J （建
設社 、 1934年）、 「蒐集物語」（中央公論社 、 1956年） 、 「民毯四
十年」（宝文館、 1960年）ほか多数。「柳宗悦全集」全22巻（筑
摩書房 、 1980 ~1992年）がある。

※
掲
載
写
真

は
同

志
社
女
子
大
学
史
料
室
所
蔵 —-I ; 
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た
と
感
謝
し
て
い
る
山
陰
の
片
田
舎
か
ら
出
て
き
た
若
省
、
そ
し

ニ
ツ
ク
ネ
ー
ム

て
敗
戦
ま
ぎ
わ
に
5
か
同
問
だ
け
帝
国
海
電
の
学
校
で
鍛
え
ら
れ
た

若
者
に
と
っ
て
、
軍
国
主
義
の
教
育
が
作
り
あ
げ
て
き
た
ナ
シ
ヨ
ナ

リ
ズ
ム
の
残
淳
を
克
服
し
て
「
人
間
」
に
な
る
こ
と
、
次
に
「
世
界

市
民
」
に
な
る
こ
と
は
、
{
<
介
易
で
な
か
っ
た
ケ
ー
リ
さ
ん
は
「
ケ

ー
リ
塾
」
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
な
く
、
常
に
横
に
い
て
、
脱
落
し
そ

う
に
な
る
寮
生
を
く
い
と
め
て
く
れ
た
ケ
ー
リ
さ
ん
と
は
何
で
も

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ケ
ー
リ
さ
ん
は
確
か
に
「
ア
メ
リ
カ
」

で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
を
超
越
し
て
い
た
私
が
ア
メ
リ
カ

と
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
奨
学
金
を
同
時
に
得
た
と
き
、
ど
ち
ら
を
選

ぶ
べ
き
か
を
迷
っ
て
相
談
に
い
く
と
、
ケ
ー
リ
さ
ん
は
言
F
に
イ
ギ

リ
ス
を
奨
め
た

1
9
4
8
年
6
月
に
、
戦
後
ア
ー
モ
ス
ト
館
が
ケ
ー
リ
館
長
の
下

で
国
際
学
生
寮
と
し
て
再
開
さ
れ
、
最
初
の
寮
生
9
人
が
新
制
同
志

社
大
ツ
ー
年
生
、
 
2
年
生
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
入
寮
し
た
。
寮
生
た

ち
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ぴ
合
、
つ
こ
と
に
な
っ
た
そ
れ
は
、
先
輩

後
輩
の
関
係
を
作
ら
ず
に
対
等
に
つ
き
あ
い
、
対
等
に
議
論
す
る
た

め
の
場
を
設
定
す
る
の
に
極
め
て
有
効
だ
っ
た
。
陸
軍
上
官
学
校
に

い
た
寮
生
は
「
陸
さ
ん
」
と
呼
ぱ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ケ
ー
リ
さ
ん
が
、

日
本
海
軍
が
陸
軍
の
こ
と
を
そ
う
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
寮
生
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
か
マ
ル
ク
ス
卞
義

か
、
と
い
っ
た
議
論
を
繰
り
返
し
戦
わ
せ
た
。
熱
い
議
論
の
末
、
洗

)
、

礼
を
受
け
る
こ
と
が
必
然
と
思
わ
れ
る
状
況
に
押
し
や
ら
れ
、
私
は

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
の
受
洗
を
も
っ
と
も
点
ん

で
く
れ
た
ケ
ー
リ
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
は
、
と
う
て
い

い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

追
悼
製
礼
拝
1
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故

お
よ
ぴ
福
島
で
の
バ
ス
事
故
か
ら
1
年
を
覚
え
て

/

記
録
的
な
死
傷
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た

2
0
0
5
年
春
の
J
R
西
Π
木
・
福
知
山
線

脱
線
亊
故
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
斗
目
に
あ
た
る

4
月
部
Π
、
京
Ⅲ
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
青
怨

チ
ャ
ペ
ル
」
に
お
い
忍
悼
黒
礼
仟
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
Π
の
礼
拝
は
脱
線
事
故
で
犠

牲
と
な
っ
た
大
学
生
3
人
、
同
志
社
女
f
大

〕
辱
別
専
修
生
1
人
、
ま
た
そ
の
数
Π
後
に

起
こ
っ
た
福
島
の
バ
ス
事
故
で
亡
く
な
っ
た

大
学
生
1
人
を
覚
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

亭
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
後
に
復
学
し
た
学
生

も
含
め
て
約
4
5
0
人
の
学
生
・
教
職
員
な

ど
が
参
加
し
た
。

集
会
は
正
午
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
ま

ず
最
初
に
約
即
分
開
の
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

ア
ワ
1
が
あ
り
、
オ
ル
ガ
ン
の
奏
楽
の
音
が

流
れ
る
中
、
凄
と
そ
の
犠
牲
者
を
党
え
て

令
員
が
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
そ
の
後
、
礼
拝

に
移
り
、
全
員
で
賛
筵
歌
わ
れ
を
も
す
く

い
し
』
(
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
)
をハ

歌
っ
た
後
司
式
者
に
ょ
っ
て
聖
害
ヨ

ネ
福
音
書
一
章
二
五
節
以
下
)
の
朗
読
が
行

わ
れ
た
。
司
式
者
と
参
加
者
が
互
い
に
詩
編

の
」
釜
乢
を
し
た
後
、
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の

平
安
と
誤
や
関
係
者
へ
の
慰
め
を
求
め
る

祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
八
田

英
二
・
大
学
長
が
「
い
ま
を
生
き
る
」
と
題

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
た
。
八
田
学
長
は
、

亡
く
な
っ
た
〕
丞
の
盲
族
か
ら
贈
ら
れ
た

と
い
う
本
の
小
か
ら
一
つ
の
梦
Z
紹
介
し
な

が
ら
、
志
な
か
ば
に
し
て
命
を
奪
わ
れ
た
学

友
た
ち
の
こ
と
を
党
え
て
そ
の
魂
の
平
安
を

祈
る
と
共
に
、
残
さ
れ
た
私
た
ち
が
命
の
重

さ
と
か
け
が
え
の
な
さ
を
口
党
し
つ
つ
内
分

内
身
の
人
生
を
精
杯
生
き
る
こ
と
の
大
切

さ
、
そ
し
て
ま
た
他
者
の
命
に
対
し
て
も
配

慮
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
問
と
な
る
こ
と
の

大
切
さ
を
強
閥
し
た
メ
ッ
セ
ー
、
シ
の
後
、

ふ
た
た
ぴ
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
、
最
後
の
奏

楽
を
聞
き
な
が
ら
礼
拝
は
終
了
し
た
。

こ
の
日
の
午
後
か
ら
は
、
同
志
社
大
学

学
生
テ
レ
ビ
村
が
こ
の
事
故
の
被
害
者
と
な

つ
た
4
人
の
学
生
か
ら
取
材
し
た
ド
キ
ユ
メ

ン
タ
リ
ー
「
脱
線
事
般
か
ら
1
年
S
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
S
」
の
上
映
が
多
Π
的
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た

ま
た
、
タ
方
に
は
今
出
川
キ
ャ
ン
バ
ス
の

同
志
社
礼
拝
堂
に
お
い
て
も
尋
一
礼
拝
(
火

曜
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
1
)
が
行
わ
れ
、
約
2
0

0
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
礼
拝
で
は
同
志
社

女
子
大
学
・
近
藤
卜
鄭
宗
教
部
長
が
、
白
ら

の
青
年
時
代
の
体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
人

問
の
死
と
生
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ

た
こ
の
礼
拝
に
は
事
故
に
遭
遇
し
て
長
期

入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
今
年
3
打
に

よ
う
や
く
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
も

参
加
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
助
教
授

越
川
弘
英

0
0
仂
工
一
仂
工
>
↓
0
で
一
o
m
 
9

DOSHISHA TOPKS

アリス夫人とともに 1992年

ありがとうチャン、アリスさん 1993年)

オーテス・ケーリ
(otis cARY 1921~2006年)

略歴
北海道小模市生まれ 1946年ア
ーモスト大学卒業、続いて工ー

ル大学で歴史学(日米交流史)
を専攻(51年 M.A.取

8年新制同志社大学 円'立r

ー、初代教務部長。 5 年大学文
部助教授、56年教 47年~

80年同志社アーモスト館館長。
この問、学校法人同志社理事、

戸女学院理事、梅花学園理事、

国際文化会館理事等の要職を歴

任。 84年京都府文化功労賞、 87
年勲三等瑞宝章、的年京都市文

化功労賞。

主な著書に「日本開眼(法政

大学出版局、1952年日本

の対話』(講談社、 1968年)、

「よこ糸のない日本」(サイマル
出版会、1976年)ほか、訳書な

ど多数。
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長
田
力
に
ょ
る
J
 
・
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
伝
。

刊
行
町
作
を
経
て
初
め
て
同
'
社
創
立
1
3

0
午
祀
念
に
Π
本
諾
臥
力
W
版
さ
れ
た

答
者
は
、
火
は
黒
社
の
隠
れ
た
恩
人
で

あ
る
彼
の
誕
生
が
、
同
志
社
創
業
偵
前
の

京
都
で
な
け
れ
ぱ
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
新
山
裂

を
見
捨
て
て
京
都
か
ら
撤
退
し
た
で
あ
ろ

う
新
島
か
府
知
亊
に
「
校
内
で
は
聖
禽
を

教
え
な
い
」
と
妥
恊
し
た
こ
と
に
怒
っ
て
、

神
P
に
.
灰
ろ
う
と
し
た
が
、
出
・
皆
後
の
妥

の
休
梨
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

以
後
、
彼
は
占
州
に
定
住
し
、
影
の
校
長

と
し
て
初
期
同
志
社
を
仕
切
っ
た
本
冉
は
、

従
来
の
新
鳥
伝
や
同
志
社
史
中
、
不
透
明
部

分
を
父
親
の
H
県
寸
か
ら
明
硴
に
す
る

X
者
は
、
父
を
「
鬪
う
冑
瓢
師
」
 
S
§

琴
§
讐
ミ
誘
§
&
)
と
捉
え
、
そ
の
生
澁
を

牛
Π
一
ナ
す
る
た
力
ら
大
学
在
ψ
.
f
中
の
南
北
戦

争
従
軍
は
、
特
に
記
述
が
詳
し
い
。

神
学
校
を
終
え
、
牧
師
、
・
行
教
師
と
な
り
、

銃
を
樂
国
に
代
え
て
か
ら
も
之
丁
イ
ヴ
ィ
ス

中
佐
」
の
闘
い
は
続
く
と
り
わ
け
、
同
志

社
と
い
う
砦
を
死
守
す
る
た
め
の
初
期
の
戦

闘
は
、
自
身
で
「
南
北
戦
争
従
軍
以
上
」
と

告
白
す
る
ほ
ど
壮
絶
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
意
外
で
あ
っ
た
の
は
、
身
内
の

敵
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
同
志
社
創
立
に
批

判
的
な
阪
艸
地
方
の
同
僚
宣
教
師
た
ち
は

「
後
ろ
か
ら
弾
を
撃
っ
て
き
た
」
。
校
内
で
は
、

熊
本
、
ハ
ン
小
の
指
導
に
手
を
焼
き
、
授
業
は

ま
さ
に
「
格
闘
」
と
化
し
央
。
一
方
で
、

゛
、ノ

ン
ド
の
ひ
と
り
は
、
師
の
額
に
「
勇
敢
な
兵

上
の
残
り
香
」
を
嶋
ぐ
(
3
3
1
貞
)
。

彼
ら
は
卒
業
後
も
、
「
教
会
合
詞
運
動
」

で
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
を
攻
撃
し
た
さ
ら
に
、
新

島
の
死
後
社
長
や
有
力
教
員
と
な
っ
て
同

志
社
を
牛
耳
っ
た
彼
ら
が
、
ミ
ヅ
シ
ョ
ン
に

挑
ん
だ
「
独
立
戦
⑩
」
も
激
戦
で
あ
っ
た
。

戦
闘
は
つ
い
に
同
志
社
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

破
局
に
及
ぶ
こ
の
辺
り
の
揣
写
は
、
本
霄

の
,
Π
刷
で
あ
る
 
D
 
・
 
W
 
・
一
フ
ー
ネ
ッ
ド
の

「
彼
に
と
っ
て
人
生
は
大
胞
に
取
り
囲
ま
れ

た
戰
場
」
は
、
至
言
で
あ
る
(
3
6
9
頁
)
。

も
ち
ろ
ん
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
愛
敵
精
神
を
持

つ
兵
士
で
あ
る
こ
と
も
、
本
圭
国
は
伝
え
る
。

訳
者
の
北
垣
宗
治
名
誉
教
授
は
、
屈
指
の

新
島
研
究
家
。
英
文
新
鳥
伝
の
翻
訳
家
と
し

て
も
定
評
が
あ
る
。
本
書
は
Π
年
に
わ
た
る

川
祁
の
結
品
で
あ
る
。
面
倒
な
索
引
作
成
と

共
に
、
そ
の
こ
望
口
を
多
と
し
た
い
。

た
だ
、
「
五
人
を
委
員
と
し
て
」
を
、
「
五

人
の
学
生
を
委
員
と
し
て
」
(
2
2
1
頁

実
は
委
員
は
宣
教
師
)
と
す
る
「
筆
が
滑
る
」

訳
が
稀
に
あ
る
の
は
、
残
念
で
あ
る

イデ
治

一
三

.レ
宗

マ
垣

.

オ

会

^
L
^
^
^
^
Ⅲ
^
^
幽
^
^
^
引
Ⅲ
る

こ
と
は
、
,
災
は
そ
れ
ほ
ど
師
Ⅲ
な
こ

と
で
は
な
い
誰
も
が
暫
お
足
跡

や
業
紬
を
知
っ
て
い
る
し
、
人
そ
れ

ぞ
れ
§
い
込
み
も
あ
る
か
ら
だ

あ
ら
た
め
て
、
な
に
か
を
語
る
に
し

て
も
、
い
た
ず
ら
に
児
ヒ
尻
を
架
す

こ
と
に
な
る
か
、
そ
れ
と
も
す
捻

い
に
終
わ
っ
て
し
ま
う

木
井
康
博
さ
ん
(
神
学
部
教
授
)

の
本
は
、
そ
ん
な
た
め
ら
い
ナ
'
々

と
乗
り
越
え
た
良
北
"
で
あ
る
。
本
北
U

を
予
に
す
る
と
、
は
じ
め
は
謎
解
き

の
血
Π
さ
に
誘
わ
れ
る
い
わ
く
、

ラ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
の
5
0
0
0
ド
ル
仏

説
の
松
は
?
「
,
Π
賀
の
杖
」
嬰
判

の
ル
<
村
は
?
な
ど
し
か
し
、
禽
、

を
読
み
す
す
め
、
 
X
行
と
と
も
に
そ

酬

国
家
を
超
秀
れ
な
か
っ
た
教
会

1
巧
年
職
争
下
の

日
本
。
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
1

原
誠
{
火
風
1
授
)
一
者

本
井
は
、
と
て
も
5
9
0
,
Υ
で
は

細
介
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
大
X
」

で
あ
る「

玲
圷
犠
⑩
ド
の
Π
本
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
教
会
と
削
遡
に
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
時
代
は
1
8
7
2
作
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
人
弁
.
教
開
始
以

降
、
現
在
に
令
る
ま
で
の
省
毅
の
小

W
地
点
で
あ
り
、
 
X
者
は
木
北
Π
の
愆

義
を
「
小
岡
総
括
」
と
し
て
い
る

教
会
は
礼
会
の
小
で
存
在
す
る
以

ヒ
、
そ
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
を
避

け
ら
れ
な
い
そ
の
た
め
、
 
X
X
は

広
く
文
化
史
的
・
礼
会
思
想
史
的

法
制
史
的
に
寺
代
状
"
を
川
ら
か
に

し
、
そ
の
上
で
Ⅷ
1
塒
の
キ
リ
ス
ト
教

を
検
'
す
る

ま
た
、
戦
け
下
、
"
家
の
危
機
が

宣
教
の
勇
者

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
生
澁

の
火
体
に
せ
ま
る
ス
リ
ル
に
幣
子

る
う
ち
に
、
や
が
て
ピ
ー
ン
と
は
り

つ
め
た
皿
女
の
川
外
に
入
り
込
む
。

統
f
し
て
Π
を
つ
ぶ
る
と
、
誠
も
が

必
ず
や
ウ
ー
ン
と
吃
ら
さ
れ
る
の
で

は
な
し
力

木
井
さ
ん
の
放
つ
メ
ヅ
セ
ー
ジ

は
、
恐
ら
く
は
こ
う
だ
。
新
島
は
完

雌
な
人
問
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
学
乍
ス
ト
を
う
ま

く
収
拾
で
き
な
い
Π
分
を
"
N
め
、
退

校
処
分
に
し
た
学
生
を
想
い
、
取
ぐ

む
だ
が
Ⅱ
U
仟
を
川
避
し
な
い
令

力
を
が
、
く
し
て
こ
と
に
あ
た
り
、
終

Π
分
も
他
者
も
生
か
そ
う
と
努

、

Ⅱめ
た
脱
落
す
る
学
生
の
下
を
し
っ

か
り
握
り
、
と
も
に
生
き
よ
う
と
し

た
。
だ
か
ら
、
の
ち
に
妹
峰
が
計
し

九
と

て
、
「
"
え
て
み
れ
ぱ
、
福
沢
(
痢

L
U
 
の
゛
業
は
ほ
と
ぱ
し
る
噴
水

の
こ
と
し
し
か
る
に
新
島
の
そ
れ

は
木
の
葉
を
潜
る
二
禦
』
の
こ
と

し
」
と
い
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
ひ

た
む
き
な
生
き
力
こ
そ
わ
れ
わ
れ

の
心
を
打
つ
の
だ
と
。

最
近
、
こ
ん
な
に
感
四
郎
な
本
に

出
会
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

梅
沌
賓
(
大
学
法
学
部
教
授
)

大
況
の
小
て
ま
た
ム
ト
て
力
人
・
,
,
御

に
架
小
す
る
小
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の

か
を
「
多
角
的
、
・
災
.
趾
的
に
述
べ

る
特
微
的
な
の
は
、
小
央
の
動
き

を
揣
く
一
方
、
そ
の
刷
緑
に
あ
っ
た

地
力
教
会
、
海
外
と
の
関
わ
り
に
触

れ
、
述
べ
よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。

例
え
ぱ
、
こ
の
時
代
に
洗
礼
を
受
け

て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
人
々
の

Π
を
ま
と
め
、
キ
リ
ス
ト
教
に
何

胤を
求
め
て
い
た
か
分
析
が
な
さ
れ
て

い
る
レ
肌
な
ど
で
あ
る

で
は
、
帷
塒
下
の
キ
リ
ス
ト
教
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
 
X
打
は
、
結
前
と
し
て
「
側
係

の
ム
.
肌
を
兒
出

類
比

に
お
け
る

す
こ
と
が
翻
で
あ
っ
た
」
と
述
べ

る
教
会
は
岡
蹴
と
対
時
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
こ
こ

に
Ⅷ
1
畊
の
教
会
の
姿
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
続
け
て
今
後
の
H
木
の
キ
リ

ス
ト
教
の
課
題
と
し
て
「
歴
史
の
小

で
い
か
に
し
て
教
会
で
あ
る
か
」
、

「
神
な
ら
ぬ
も
の
を
神
と
す
る
こ
と

の
讐
織
」
を
問
う
こ
と
で
あ
る
と

述
べ
る
濃
幣
な
冊
で
あ
る

欠
吹
人
H
Ⅱ
(
人
7
杣
7
部
2
0
0
3
件
股
乍
〕

、
Ⅱ
吹
"
晶

M
島
黒
,
Ⅱ
ι
二

ひ
と
り
は

大
切

神
学
部
教
授本

井
康
博

」

新
刊
紹
介

1司家を
超えられな
"量^¥●■宰プロ,ユ,ント■,

碑、誠..

かった教

70

日木キリスト教団出版局

6,720円(税込)

TOPI(SDOSHISHA

71

」"で'
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新
島
襄
の
旅
行
日
記

新
畠
襲
は
突
に
ょ
く
旅
を
し
た
人
で
あ

り
、
ま
め
に
旅
行
H
祀
を
心
U
き
と
め
た
人
で

あ
っ
た
旅
先
で
も
塒
問
ナ
姦
為
に
過
こ
さ

な
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
例
え
る

そ
の
日
祀
を
上
.
肌
め
ば
、
旅
の
Π
的
は
も
ち

ろ
ん
大
体
の
旅
梦
Z
知
る
こ
と
が
で
き
る

託
述
に
精
粗
は
あ
る
が
一
串
で
食
べ
た
も

の
や
蝉
渋
し
た
場
所
ま
で
分
る
の
が
あ
る

わ
た
し
が
機
会
あ
る
こ
と
に
新
島
ゆ
か
り

の
地
ナ
栃
ね
歩
い
た
の
は
、
そ
の
旅
行
U
記

が
い
つ
も
今
載
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。

新
島
の
旅
先
や
U
的
な
ど
に
つ
い
て
こ
こ

で
霄
く
必
要
は
あ
る
ま
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で

の
長
年
の
生
活
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を

佃
わ
せ
る
旅
が
あ
る
夏
休
み
の
旅
で
あ
る
。

た
い
て
い
八
市
大
人
岡
伴
で
、
゛
情
が
許
す

か
ぎ
り
時
問
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
い
る

Ⅷ
1

時
の
日
本
人
に
は
な
い
習
惨
だ
っ
た
。

見
て
も
ら
う
本

同
志
朴
創
立
1
3
0
周
咋
記
念
に
、
新
島

の
足
跡
ガ
イ
ド
ブ
ヅ
ク
(
川
内
)
を
霄
く
よ

う
記
念
事
業
喬
公
本
か
ら
い
わ
れ
た
と
き
、

同
志
社
の
学
生
乍
徒
を
対
象
に
し
た
本
だ
ろ

う
と
、
わ
た
し
は
勝
下
に
決
め
て
し
ま
っ
た

今
も
そ
う
思
っ
て
い
る

円
歳
台
の
若
行
向
け
だ
か
ら
、
写
貞
を
卞

に
し
た
本
に
す
轟
も
り
だ
っ
た
で
き
れ

ば
モ
斐
地
域
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
も
人
れ
た

か
つ
九

予
算
と
時
剛
の
関
係
で
そ
れ
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
き
、
今
ふ
う
に
い
ぇ
ぱ

頭
の
小
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
改
め
て
立
て

た
構
想
は
、
日
本
列
島
の
北
か
ら
南
へ
か
け

て
、
な
る
べ
く
簡
単
な
説
明
を
羅
列
す
る
と

い
う
常
套
的
な
や
り
方
で
あ
っ
た
。
実
用
性

の
こ
と
し
か
頭
に
一
存
か
ぱ
な
か
っ
た
。

樹
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
で
の
新
島
の
旅

程
を
ど
う
書
く
か
で
あ
っ
た
。
春
休
み
に
で

も
友
だ
ち
と
そ
の
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
み
ょ
う

と
思
、
つ
打
者
も
い
る
は
ず
で
あ
る
。
重
複
を

瓜
知
で
説
明
を
加
え
て
は
み
た
も
の
の
、

は

た
し
て
ガ
イ
ド
の
役
に
立
つ
か
ど
う
か

新
島
襄
を
感
じ
る
場
所

現
在
な
ら
時
間
的
に
は
何
ほ
ど
の
こ
と
も

な
い
上
地
で
も
、
新
島
の
時
代
は
船
と
人
力

屯
と
、
せ
い
ぜ
い
馬
か
駕
篭
だ
っ
た
。
少
し

遠
距
蹴
だ
と
途
方
も
な
い
時
冏
を
要
し
た
。

そ
の
追
体
験
は
む
ず
か
し
い
が
、
口
的
の

士
地
へ
着
い
た
ら
、
新
島
ゆ
か
り
の
特
定
の

場
所
を
探
し
て
い
た
だ
き
た
い
片
心
し
て

辿
り
着
い
た
ら
、
人
問
新
県
感
じ
ら
れ
る

そ
れ
が
せ
め
て
も
の
願
い
で
あ
る

丁

>
昭

舮
,
、
治
浄

:
、
戸
〆
房
:

'
一
一
、

仁
(
河

法
人
部

f
大
学
職
員
4
人
、
香
里
中
学
校
・
古
琴
学
校

職
員
1
人
、
中
学
校
職
員
1
人
の
計
円
人
で
あ

る
大
谷
賓
総
長
と
野
本
真
也
肌
事
長
か
ら
歓

迎
の
こ
と
ば
松
べ
ら
れ
、
野
本
理
事
長
か
ら

人
ひ
と
り
に
辞
令
が
下
渡
さ
れ
た

同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会

3
打
別
Π
、
 
2
0
0
6
年
'
皮
に
新
た
に
入
社

さ
れ
る
社
員
を
対
象
に
、
同
L
心
社
の
建
学
の
粘

同
志
社
の
歴
史
、
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教

、

神上
義
等
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

H
的
と
し
て
、
大
ハ
盲
総
長
と
本
井
康
博
大
学

神
〕
託
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
大
学
寒
梅
館
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育

心
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
谷
賓
総
長
は
「
同

志
社
の
教
育
体
制
」
、
本
井
康
博
大
学
神
学
部

教
授
は
「
志
の
あ
る
学
園
1
新
島
襄
と
同
志
社

讐
倫
神
」
を
綴
罷
演
さ
れ
た
 
2
0
0

6
年
度
入
社
の
社
員
は
も
と
よ
り
、
出
席
者
は

改
め
て
同
占
社
の
建
学
の
精
神
等
に
想
い
を
馳

せ
、
有
力
義
な
時
冏
を
過
こ
し
た

2
0
0
5
年
度
同
志
社
総
長
表
彰
式

同
志
社
総
長
賞
は
本
法
人
に
お
い
て
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
お
よ
ぴ
文
化
活
動
の
国
際
大
会
、
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
お
い
て
人
賞
を
果
た
し
た

優
秀
な
学
生
、
生
徒
ま
た
は
園
児
に
対
し
て
、

総
長
が
こ
れ
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

2
0
0
3
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
た
賞
で
あ
る

●
2
0
0
6
年
春
の
叙
・
叙
位

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
倉
敷
下
稔
氏
が
瑞
宝

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
 
5
月
Ⅱ
Π
国
立
劇
場
大

劇
場
で
仏
達
式
が
行
わ
れ
た

2
0
0
6
年
度
入
社
式

4
月
3
日
、
大
学
神
学
館
礼
仟
堂
に
て
入
社

式
が
行
わ
れ
た
。
本
年
度
の
採
用
は
、
大
学
教

員
N
人
、
女
子
大
学
教
員
円
人
t
県
田
穫
教

R
4
人
、
香
屯
中
学
校
・
'
壁
ツ
校
教
員
5
人
、

女
子
中
学
校
禽
等
学
校
教
員
4
人
、
川
際
小

学
校
・
稾
嘉
穫
教
員
3
人
、
小
学
校
教
貝
1

人
、
小
学
校
教
員
N
人
、
大
学
職
n
8
人
、
女

2
0
0
5
年
度
は
、
大
一
更
か
ら
の
推
薦
を

受
け
て
9
名
の
一
堂
賞
者
を
決
定
し
た
。

表
週
弐
は
、
 
2
0
0
6
年
3
同
部
日
評
議

員
会
終
f
後
に
大
学
神
学
館
礼
仟
堂
で
執
り
行

わ
れ
、
一
讐
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
、

剛

賞
と
し
て
楯
と
鬨
上
"
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
た

大
学

同
志
社
小
学
校
「
明
心
館
」
が
峻
工

2
0
0
5
年
1
打
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た

Ⅲ
志
社
小
学
校
の
校
舎
「
明
心
館
」
が
完
成
、

竣
工
式
が
1
乃
肪
Π
、
大
谷
賓
総
長
、
野
否
<

也
理
事
長
、
八
田
英
学
長
ら
関
係
者
の
出
席

を
得
て
行
わ
れ
た
建
物
は
鉄
骨
・
部
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
建
築
面
積
4
3
4
7
.
m
、

延
床
面
積
7
4
0
6
.
m
で
、
地
上
2
階
建
。
教

室
や
図
妻
土
、
家
庭
科
室
、
チ
ャ
ペ
ル
な
ど
の

諸
施
設
・
設
備
の
ほ
か
、
校
舎
内
部
に
創
造
性

を
育
む
広
大
な
中
庭
「
チ
ャ
ペ
ル
コ
ー
ト
」
が

あ
る
(
約
2
5
6
Q
m
)
。
ま
た
、
出
入
り
口

を
力
所
に
す
る
な
ど
、
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
ー
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
い
る
。

式
典
で
は
、
大
<
会
総
長
か
ら
「
小
学
校
開

校
は
創
立
者
暫
裂
の
夢
で
あ
り
、
同
志
社
人

の
責
務
で
あ
っ
た
。
一
貫
教
育
の
充
突
を
図
り
、

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
た
い
」
と
の
挨

0
0
仂
工
一
仂
工
》
刀
m
で
0
刀
↓
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